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9月271:l御獄山がl噴火し多数の犠牲者が111た。 がって， 保全が主日的となる。これに対し，ジオパー

御嶺山は1979年に噴火するまでは死火山と育われ， クは大地の公同とも訳され，保全と共に利活川が

何百年も信仰の山・民誌にI現われる山として親し

まれてきた。今回も活火山と意識して登った人は

どのくらいいただろうか。地学的に言えば， 日本

列島は若い変動帯にあり.かつ，アジアモンスー

ン地帯に位iuする。山紫水明の地は.その変動の

結果生み出されたものだ。安定大陸の荒涼とした

砂漠に比し肥沃な土壊と温羽!な気候など多くの

恵みを受けている。同時に.恵、みと災いは裏腹の

関係にある。戦後の高度成長期には.たまたま地

学的な静思JUIに当たっていた。 しかし近頃日本

列島は活動JUJに入ったようだ。南海トラフの連動

型地誌や富士山l噴火が取り沙汰されている所以で

ある。3.11来日本大混災では.自分が住む地域の

成り立ちを知っているかどうかが生死を分ける鍵

だと身に染みて感じさせられた。高級住宅地と言

われていたilli安も実は液状化しやすい地盤だった

のである。通勤の便といった点からしか評価され

て来なかった。変動帯に住む日本人にとって，地

学は国民教養でなければならない。

ところで.近頃「ジオパークJという言葉を時々

耳にする機会があると思う。ジオパークは世界遺

産同様. ユネス コのプログラムである。l世界遺産

はOUV(OutstandingUniversal Value). つまり世

界で唯一ったぐいまれな価値を持つもので， した

30 

I~ l甘される。ユネスコのガイドラインによれば.

地成の地質遺産や歴史・考古などの文化遺産を保

全すると共に，教育に生かしかっ.ジオツーリ

ズムなどを通じて地域の振興につなげなければな

らないという。こうして認定されたジオパークが

H本では 2014年9JJ時点で36ヶ所ある。うち|止

界ジオパークがilHJ爺iNJ有珠山 ・糸魚川 ・島原'I:.}ゐ-

IU陰海岸室戸阿蘇の7ケ所である。'1五Jえ・

実はこのジオパークを H本で立ち上げた張本人

が私である。その動機の一つが口頭述べたH本人

の地学リテラシーの欠如に対する危機感であった。

2∞4 年スマトラ }:~illl大地誕の時. 日本人観光客が

地誌後すぐ「ツナミだ!Jと叫んで逃げてくれたら.

どれほど多くの人命が助かったかわからない。何

しろ tsunamiは英訴になっているから通じたはず

だ。地震国有ちなのに，日本人が悠然とピデオカ

メラを回していたのである。そのために亡くなっ

た方もあるに述いない。「稲村の火Jの教訓は忘れ

去られてしまった。

もう一つ.同立科学博物館の展示に衝墜を受け

た。親指ほとεの釧い純文人のfi-が飾つであり.r生
まれながらの小児麻縛だったが.手厚い介護で天

}.fを全うしたJと解説にあった。どんぐりを求め

て流浪していたあの狩猟採集の時代である。大地

• 

• 
の子 ・純文人は心優しかったのだ。しかるに飽食

の時代の現代日本はどうであろうか。親殺し・子

殺し ・虐待と耳を覆いたくなる話ばかり.H昔、総

都会人になり，感性がj保持1したのではないだろう

か。 子供たちを自然の I~Iで心豊かにTfてたいもの

だと峨く思った。ジオパークはその有力な方法の

一つになるだろうと考えたのである。

第三は地方である。一級集中で地点は披弊しきっ

ており.r限界集落Jなる言葉も生まれた。私の住

む鹿児島県も例外ではなく. 170万県民の3人に l

人が鹿児島市民で.極端な一極集中である。地質

調査で山間部の集落に行ったら，立派な家があり，

農機Hなどそのまま立てかけてあるのに，人っ子

一人いない。子供の笑い声どころか犬も鶏も.

雀さえI![}いていないのである。明るい日差しの'1]

でのこの光景は• Juiれかけた幽霊出敷よりも背筋

が築くなり.ゾッとした。地方の再建は待ったな

しの状況である。ジオパークが地域振興の起爆剤

にならないだろうか.と思ったのである。

ユネスコガイドラインの評価表では.素晴らし

い地質遺産があることよりも.確問たる持続可能

な連常組織が地元にあるか否かのほうが.比重が

高い。ユネスコは途上岡支援の実紛がある。財政

援助をしたら腐敗官僚を産んだだけ.それではと

パンを現物支給したら. 11がおごって高梁やタロ

イモを食べなくなり.give me!というだけになっ

た。こうした苦い経験がもとになったのだろう.

やはり地域の自立を求めている。

本誌は企業人が読者対象なのだろうから第三

の点に絞ってみたい。戦後日本は GDP至上主義.

ひたすら成長を追い求めてきた。効率追求は一極

集中を生み出し明治以来の官僚主導の中央集権

制がさらに強化された。地方は交付金頼み.民も

御上頼みで.目が東京だけを向いており. give me! 

とさして変わらないように見える。 しかし 3.11

を経験して日本人の巾に漠とした変化が生じて

いるように感じられる。朝ドラ 「あまちゃんjが

人気を博し.r地元に帰ろう」という歌がヒット

した。アメリカ的マネー資本主義で本当に幸せに

なれるのだろうか，ご本家のアメリカは極端な格

差社会で「貧困大国Jという.プータンのような

国民総幸稲度GNHを求めるほうがよいのではな

いだろうか.エネルギーも原発よりも地産地消.

自然エネルギーでまかなうべきなのではなかろう

か，食料自給率がこんなに低くて大丈夫なのだろ

うか，等々の素朴な疑問がl噴出してきたのである。

西洋史の放木村尚三郎先生は.r商業で世界を

制覇したオランダやポルトガルは世界史の舞台か

ら退いたが，第一次産業を-r.tして大事にしてき

たフランスは.今でも世界政治と文化の小心にい

る。カルチャーの語源はラテン語の耕すだJと??っ

ておられた。もっと農業と地j或を大事にすべきと

思う。それはlii純な規模拡大を意味しない。アメ

リカは歴史のない出稼ぎ移民の固，有限の化石地

下水を浪費して起巨大スプリンク ラー農業を行う

ような利那的な発想を採る。n本は地勢上. '，1山

I~JJ也が多く . 上砂災害などと折り合いを付けなが

ら.自然を畏怖し共生してきたのである。別の路

が求められる。しかし工業化のおこぼれをもら

うgiveme!路線はダメで.'11火官庁頼みではなく.

民主導の地にJ.tの若いた発反策を模索する必要が

あろう。最近 『里山資本主義jなる本がベストセ

ラーになった。 布~会からの I ターン農業者もJi'lえ

つつあると聞く 。国民の意識は変わりつつある。

ジオパークは単なる地学の持及でもなく.観光

仮興の道共でもない。民主導で官学を巻き込み.

地域を元気にして.心優しいチ供たちを育ててい

く新しいプロジェクトである。いわば， この凶の

カタチを変えていく実験事業ではないかと思う。

CSR(企業の社会的責任)の一環として地械のジ

オパークに|拘わっていただけないだろうか。企業

も地域の一日である。地成を元気にすることは企

業を元気にすることであ り.後継者養成にもつな

がるからである。


